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※端数処理の関係で合計と内訳、要望額・予算額と対前年度比が一致しない場合がある。
※建設部に関連する要望額は赤太枠の内数。
※上記要望額のほか、北海道開発事業費外で803億円（対前年度比309％）を要望している。



北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、広大な大地と海で
育まれた良質な食を強みに我が国の食料供給を担うとともに、本
道特有の歴史・文化や気候風土、高い再生可能エネルギーポテン
シャルなどを有しており、こうした北海道ならではの独自性や優
位性を活かしながら、将来にわたって持続可能な活力ある北海道
の実現と我が国の発展への貢献をめざして取り組んでいます。

こうした中、新型コロナウイルス感染症流行の長期化による社
会への影響が依然として続いているほか、急速な人口減少に伴う
産業の担い手不足などにより、道民の暮らしや経済などの幅広い
分野で、活力の一層の低下が懸念されています。

また、近年頻発・激甚化する自然災害や今後一斉に更新期を迎
える施設の老朽化への対応、国際情勢の変化による物価高騰など
社会資本整備を取り巻く環境は厳しい状況となっています。

道としては、このような状況を踏まえ、災害から命と暮らしを
守る「防災・減災、国土強靱化」や安全・安心な社会資本を次世
代へつなぐ「インフラメンテナンス」、地域経済の活性化を図
り、道民の生活や社会活動を支える「持続可能な社会・経済の形
成」の３つの柱を重点的に推進するとともに、その実施にあたっ
ては「ゼロカーボン北海道の実現」や「デジタル化の推進による
「Ｓｏｃｉｅｔｙ(ソサイエティ）5.0』の実現」に向けた取組を
横断的に進め、限られた財源の中で社会資本整備の効果を最大限
に発揮させるために必要な予算の確保を要望します。

つきましては、こうした本道の実情や取組などをご理解いただ
き、令和５年度の施策の推進や予算編成に当たっては、北海道の
活性化、ひいては我が国の成長・発展に必要な事項について、特
段の御配慮を賜りますよう、お願い申し上げます。

令和４年７月 北海道議会議長 小畑 保則
北海道知事 鈴木 直道
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■防災・減災、国土強靱化

　◎インフラ分野のデジタル化

　◎インフラ分野の脱炭素化

　◎広域観光を支えるネットワークづくり

　◎自然災害に対する北海道自らの脆弱性を克服

　◎自然豊かな水辺環境づくり

　◎誰もが安心して暮らせるまちづくり

　◎地域の特性に応じた魅力的なまちづくり

　◎物流交通ネットワークの形成

　◎高規格道路等ネットワークの形成

　◎社会資本の戦略的な維持管理・更新、耐震化

令和５年度　社会資本整備に関する要望

■北海道Society5.0の実現

■ゼロカーボン北海道の実現

■ 持続可能な社会・経済の形成

■インフラメンテナンス



北海道は、我が国最大の食料供給地であり、「食料自給率向上」および政府が掲げる

「2030年までに農水産物・食品の輸出額５兆円」といった輸出拡大戦略の実現ならびに

我が国の食料安全保障の強化に貢献します。

◆食料安全保障の強化に貢献する北海道

●食料自給率（カロリーベース）
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北海道から
全国へ

我 が 国 へ の 貢 献

コンブ
90.9％

【道南地域】(後志、渡島、檜山)
稲作を中心としつつ、果樹など
多様な農業が展開。

56%(415.4万ﾄﾝ)

61%(89.2万ﾄﾝ)

100%(391.2万ﾄﾝ) 95%(0.5万ﾄﾝ) 94%(4.9万ﾄﾝ)

てん菜
100％

いんげん
95.1％

小豆
93.6％

生乳
55.8％

馬鈴しょ
（春植え）
80.0％

たまねぎ
65.7％

91%(6.9万ﾄﾝ) 80%(173.3万ﾄﾝ)
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昨年の4月と比べて
1.47倍に高騰

●ウクライナ情勢の緊迫化による食料価格の高騰

【出典：北海道農業をめぐる事情（北海道農政事務所）】

農業産出額 １兆2,558億円
全国の14%（全国１位）

漁業生産量 89.5万トン
全国の28%（全国１位）

＜農業＞

【出典：農林水産省】

【道央地域】(石狩、空知、胆振、日高、上川、留萌)
稲作を中心に畑作・野菜などの農業が展開。

【道東地域】(オホーツク、十勝)
畑作での輪作と酪農が中心の農業を展開。

【出典：北海道農業をめぐる事情（北海道農政事務所）、農林水産省統計情報（農林水産省）】

●北海道における主要な農水産物と全国シェア(令和2年度)
【出典：輸入小麦の政府売渡価格について（令和4年3月）（農林水産省）】

【出典： 2019年度（概算値）の都道府県別食料自給率（農林水産省）】

66%(63.0万ﾄﾝ)

小麦
66.4％

82%(40.7万ﾄﾝ)

ホタテ
82.2 ％

【道東/道北地域】(宗谷、釧路、根室)
酪農を中心とした農業を展開。

93%(5.8万ﾄﾝ)

サケ・マス
92.9％

＜水産業＞



◆2050年カーボンニュートラルの実現に貢献する北海道

豊富な再生可能エネルギーや森林吸収量などの最大限の活用、積雪寒冷地ならではの

環境イノベーションなどの北海道の強みを発揮し、2050年カーボンニュートラルの実現

に貢献します。

【出典：再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）(1.0版)
2020年12月修正版（環境省）】

●北海道の再生エネルギー導入ポテンシャル

●北海道の住まいづくりの歩み～北方型住宅～

【出典：国・地方脱炭素実現会議 ヒアリング（第４回）（内閣官房）、
令和4年度版国土交通白書】

●北海道の温室効果ガス排出量の削減目標
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【出典： 北海道地球温暖化対策推進計画（第3次）改定版より】

＜北方型住宅の理念＞

北海道の気候風土に根ざした質の高い住宅の推進

・北海道にふさわしい豊かな住まい・住まいづくりの実現

・寒さを防ぐ技術のみならず、暮らしや住まい方にも配慮しながら、

良好な社会資産の形成と北国らしい生活文化の確立を目指す

暖房用灯油
使用量を

大幅に削減！

※市町村別の再エネ導入ポテンシャル

【出典：環境省（「令和元年版環境白書」を一部修正）】
※再エネポテンシャルからエネルギー消費量を差し引いたもの。

地域のエネルギー需要を上
回る発電ポテンシャルがある
地域より、地域のエネルギー
需要を自ら賄うことができな
い都市部へ送電する。

●全国と北海道の家庭部門の二酸化炭素排出量

【出典：家庭部門のＣＯ２排出実態統計調査（環境省） （令和3年3月）】

北方型住宅 ４つの基本性能

①専門技術者
の関与

②住宅性能の
見える化

③住宅履歴
情報の保管

３つのしくみ

品
質
の
確
保
・適
切
な
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持
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理



釧路

帯広札幌

⼩樽

北⾒

苫⼩牧

江別

10万⼈以上の都市
主な観光地

⾼規格道路開通区間

函館 ⾼規格道路未開通区間

然別湖
⼗勝岳連⼭

阿寒湖

知床岬
知床五湖

野付半島

霧多布湿原

⼩清⽔原⽣花園

摩周湖

屈斜路湖

ｵﾎｰﾂｸ海沿岸の流氷

襟裳岬

網⾛監獄

開陽台

納沙布岬

硫⻩⼭

温根沼

静内⼆⼗間道路
ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞ銀座

愛国・幸福

宗⾕岬礼⽂島桃岩付近の
⾼⼭植物群落

利尻⼭・利尻島
サロベツ原野

天塩川

天⼈峡

天売島海⿃繁殖地

富良野ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ畑
美瑛の丘

北防波堤ドーム

ｸｯﾁｬﾛ湖

層雲峡
⼤雪⼭

⾬⻯沼湿原

⼤通公園

旭⼭動物園

積丹
余市

⻩⾦岬

ルスツ
ニセコアンヌプリ

北⻯ひまわり畑

⼩樽運河

⽀笏湖

札幌雪まつり・YOSAKOIｿｰﾗﾝ祭り

⽺蹄⼭

有珠⼭
洞爺湖

登別温泉
駒ヶ岳

五稜郭跡
⼤沼鴎島

函館⼭と市街地

⼤雪森のｶﾞｰﾃﾞﾝ
上野ﾌｧｰﾑ

⾵のｶﾞｰﾃﾞﾝ

⼗勝千年の森 真鍋庭園
⼗勝ﾋﾙｽﾞ紫⽵ｶﾞｰﾃﾞﾝ

六花の森
ウポポイ

釧路湿原

旭川

●観光立国・北海道（豊富な観光資源）
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新型コロナウイルスの感染症の影響により、北海道への観光客が減っているものの、

広大な自然や密になりにくいアウトドア環境などの優位性や、多くの観光資源を有して

おり、日本を代表する観光拠点として観光立国の実現に貢献します。

アジアの宝 悠久の自然美への道
ひがし北・海・道

日本のてっぺん。きた北海道ルート

●国内の旅行に行きたい地域

◆観光立国の実現に貢献する北海道

◆道民の命を守り、国全体の強靱化に貢献 - 北海道強靱化計画

国土強靱化を支える
北海道の強み

北海道新幹線

食料・エネルギー
の安定供給

光海底ケーブル

光海底ケーブル

南海トラフ地震

リスク分散

本社機能等
移転誘致

H23.3.11
東日本大震災H28.4.14

熊本地震

北
本
連
系

首都直下地震

国全体の強靱化に貢献する

バックアップ機能を発揮

H30.6.18
大阪北部地震

地理的優位性
首都圏や関西圏から遠距離にあり

同時被災リスクが低い。

食料供給力
カロリーベースで２００％を超え

る食料自給率。

エネルギーポテンシャル
太陽光、風力、バイオマス等、再

生可能エネルギーのポテンシャルは
全国トップクラス。

寒冷地技術
道外の冬季の防災対策などへの有

効活用が期待できる。

都市機能・人材
首都機能の代替が可能な札幌圏が

存在。多様な高等教育機関が全道に
存在。

データサーバーの移転

自然災害に対する北海道自らの脆弱性を克服し、道民の命を守るとともに、地域間の

ネットワークを基本としたバックアップ体制を構築し、国全体の強靱化に貢献します。

自然災害に対する
北海道自らの脆弱性を克服

●道内の観光地をつなぐ交通ネットワーク

【出典：令和3 年度 広域連携 DMO としてのデジタルマーケティング事業

「国内旅行調査分析事業」調査報告書（公益社団法人北海道観光振興 機構）】

各世代とも、国内の旅行に行きたい場所としては北海道がトップ！

Q：あなたが今後（も）、旅行に行きたい 行ってみたい地域をすべてお選びください。

ニセコエリア ラフティング アイヌ古式舞踊（ウポポイ） 道立十勝エコロジーパーク（音更町）

順位

1 北海道 77.2 北海道 69.1 北海道 76.8 北海道 82.9 北海道 68.3
2 沖縄 65.4 沖縄 51.6 沖縄 61.4 沖縄 64.2 九州 51.5
3 九州 59.8 九州 51.3 九州 56.2 九州 64.0 沖縄 48.6
4 東北 50.8 近畿 49.3 近畿 51.0 東北 60.4 近畿 48.4
5 近畿 50.4 関東 38.9 東北 42.1 近畿 55.2 東北 45.0

⼀般層アウトドア
趣味層

若年層
（ミレニアム世代）

若年層
（Ｚ世代）

海外旅⾏
志向層




